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To attempt the riding comfort improve, about oil dampers to think that the influence to give for riding comfort is high, 

we investigated about the wor厄ngcondition of oil dampers by the running test. We did bench test to understand the 

characteristic of oil dampers of working condition. 

心 aresult, about the working characteristic of oil dampers, we understood that all kinds of dampers were working at 

low speed and short stroke. And about the working characteristic of oil dampers, when working in the condition of the 

low characteristic than design characteristic. 
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1.はじめに

JR西日本で新快速車両として運用されている 223系車両

は、平成 I2年に 130km/h運転を開始し、日車走行距離が約

800kmまた、朝夕のうッシュ時と日中の運用時では、車両和載重

伍が大きく異なる等といった非常に過酷な条件で使用され

ている。このような条件で使用されている車両について、

サ七ス向上の観点から乗り心地向上を図るため、 223系車両

を使用した現車走行試験により 徹底した車両運動メカこズムの

解明や台車諸元の最適化に関する取り組みを行っている。

また、これまで乗り心地向上のためにI¥・ネ ・ダ ン11・系の改善

も行われてきたが、乗り心地に対する寄与度については明

確な知見が得られていたわけではない。そこでI¥'ネ ・ダン／1.

系の中でも特に乗り心地への寄与度が高いと考えられるダ

ン11・について、車両走行時のダンIV特性を把握することが瓜

要と考え、走行試験によりク’派の実働状態について調査を

行い、その実慟状態でのダン／ゞ特性を把握するためヘ・ンチテスト

を行った。今回はその結果について紹介する。

2.試験概要

今回は車両走行時のタツIVの特性を把握するため、まずダ

ンIVの実働状態から調査を行った。この時、 車輪踏面形状等、

他のIV ぅメ •夕が影響しないように試験条件を設定し、車両走

行時のダン11・の実働状態や乗り心地について調査を行った。

そして走行試験により得られた夕’ン11・の実働状態に基づ

いてダン11・（左右動夕’ン／1．、 3・ダン／1.、軸タ・ン/¥")のへ’ンチテストを

行い、車両走行時の夕’ン／1特性に関する調査を行った。

Table I.Running test condit' 

試験車両 223系 2000代 MIII 

試験区間 山陽・ 東海道本線 姫路～草津

最莉速度 130km/h 

積載条件 空車

測定項目 ・車体左右振動加速度 （乗り心地）

・ダン／｛減衰力及び訃〇ーク

Table 2.0il damper bench test condition 

供試 新品 223系用新品ダン／＼・

タ・ン／＼・ （左右動夕’ン／1・、3-ダン11・、軸タ・ンIV)

経年品 223系用経年品クツ11・

車両取付け後約JOO万km走行相当のもの

（左右動タ・ンI¥.、3-ク・ン／＼．、 軸タ・ンIV)

試 ストnーク ダン,,・実（動訃aークを基に決定

験 t・ストン速度 ダンIV実｛動速度を基に決定

条 ダン11・拘束 ・剛体取り付け（ク＇渾本体を拘束）

件 方法 • t・ン取り付け（実車状態で拘束）

温度哀悦 低温 (0℃)、常温 (27℃)、商温 (50℃)

3.解析方法

走行試験及びク’ン／＼・ペンチテストから得られたテ’ ークについて、

以下の方法で解析を行った。

① 走行試験で得られたデークから各ダン1¥・の訃0ーク及びヒ・

訃ン速度等の実働状態について整理を行った。

② 新品及び劣化ダンIVについて、スト0ーク毎に減衰力特性

線図 (F-V線図）を描き、ダンIVの基本特性を確認し

た。

4.試験結果

4 -1.ダンIVの実｛動状館

走行試験を行った区間の中から比較的乗り心地Vヘ・ルが高

かった、直線 130km/h走行区間及び曲線半径 600~1200m、

速度約 IOOkm/hで走行する曲線の夕’ンIVの実働状態について

テ’ータ整理を行った結果以下の通りであった。この時の車両

運動特性は、 I.2Hzの3-インク．tドが頻著であった。

① 左右動夕’ンIV

スト0・ク：I ~!Omm, t・ストン速度： I~4cm/sec 

② 3ータ’ ン／＼・

ストUーク： 0.I~5mm. t・ストン速度 ：0.I~I. 2cm/sec 

③ 軸夕’ン）＼゜

ストUーク ：0.5~5mm, t・ストン速度： I ~3cm/sec 
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4 -2.ダン／＼・基本特性

各ダン／＼．について、実働条件を基に試験訃aークを変化させ

て特性試験を行った。

(I)新品ダン11・ の基本特性

新品の左右動タ・ン／1.についてダン／＼.;z.ト1Jークを実働条件から

土0.5mm、土2.5mm、士5mm、土）5mmの 411・ターン設定し、t・スト

ン速度を可変させた時のダン／ゞ 特性をFig.)に示す。ストaークが
土2.5mm以上だとほぽ設計値に沿った形で特性が発揮され

ている。しかし、士0.5mmのような微振幅の楊合は、他のス

トaークに比ぺ圧縮側低速域で約 、1割低下していた。主な要因

として、ダン／1・オイルの圧縮性による影響（高周波による追随

特性の低下）と考えられる。

これは左右動タ・ン11・のみだけでなく、新品の3-ク・ン／Iべ 軸

ダンIVについても同様の傾向が見られた。
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(2)経年品ダン11・の特性

経年品の左右動クツ）ゞについて、新品時と同様に特性試験

を行った。その結果、経年品は長期使用によりゲン／ゞ内部の

摺動部品の摩耗、オ位の劣化が進行しているため新品時の特

性に対して数％低下している。しかし設計植に対する公差

範囲に納まっているため問題のない程度である。また新品

ダン）｛と同じように土0.5mmの微振幅で試験を行った結果、

圧縮側低速域で約 6割低下していた。経年品の3ークツ1＼べ軸

ダン11・についても低下度は異なるが、同様の傾向が確認され

た。

(3)ゲン)¥.J'1:.7・シュの影響を考慮したダン11・特性について

ダン／＼゜取付け部にはJ•A7'沿が設けられている。ダン11・の基

本特性を把握する上でJ'1:.7・シュの11・ぅメークは訊要であるが、ダ

ン／ゞ特性に及ぽす影響度合いについてはあまり明確にされ

ていなかったことから、J'A7・シュの特性を考慮した楊合、し

ない場合のペンチテスト結果を比較することによりその影響度

について確認を行った。

新品ダンI\. について、J• A7・シュの影響を考慮した場合とし

ない場合では、J• A7・シュがダン11・ 特性に及ぽす影響はなく 、

特性はほぽ同じ結果を示した。経年品ダン／1．についても同様

に、J•A7・シュの影響を考慮した場合としない場合のダ濯特

性について試験を行った。その結果を Fig.2に示す。経年

品ゲン11・については新品時と異なり特性の立ち上がり部分

（ オ リ 7ィス特性領域）にJ•A7・ねの影響と思われる特性の低下

が確認された。 こ れはク＇ン／＼゜の長期使用によりJ• A7・シュのば

ね定数が変化したためであると推定されるが、詳細につい

ては現在調査中である。

... 

Fig.2 -Characteristic of lateral oil damper (used) 

(4)ダン／＼ オ゚イルの温度変化による夕’ン11・特性について

夕’ン／＼・オイルに温度変化が生じた均合の夕’ン11・特性について

新品の3ータ’ン11・を使用して調査を行った。その結果を Fig.3

に示す。

新品夕’ン11・の場合、夕’ ン／＼・オイルの油温が低温 (0℃)、常温

(27℃)、莉温 (60℃)のように温度が上昇するにつれてダ

派特性は、減哀力が低下する傾向を示した。しかしいずれ

の温度もゲン11・特性の設計規格値に対して公差の範囲内に

納まった。

また経年品ダン／＼．についても新品時と同様でダン1¥・オイルに

温度変化が生じた場合、温度上昇とともにダン／ 特ゞ性は減哀

力が低下する傾向にある。しかし新品タ・ン11・と異なる点は、

長期使用によ り常温状態においても設計値に対して特性が

約 1割低下していたことであり、この状簸でオイJI,温度が上昇

すると更に特性が低下するため、オイJI,温度が高温状源におい

ては設計値に対して 3割低下し規格を外れる結果となった。
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Fig.3 Characteristic of anti yaw oil damper (new) 

5. まとめ

乗り心地に対するダン／＼．の寄与度を調査するため、走行試

験を行った区間の中から比較的乗り心地Vヘ・ルの高かった直

線 130km/h区間及び曲線半径 600~1200m、速度約 IOOkm/h

区間でダン）＼ の゚実慟状態を調査した結果、各ダン11・ とも微振

幅、低速の領域で動作していることが明らかになった。さ

らに、これらの結果を基にク・ン11・の実働特性についてペンチテス

トを行ったところ、走行時のクツ11・ が実際に動作している微

振幅、低速の領域では微振幅以外の時に発揮される特性よ

りも低い特性で動作していることが明らかになった。微振

幅以外の均合については、ヒ・ストン速度に関係なく設計値とお

りの特性が発揮されている。

また、これらの結果が乗り心地に及ぽす影響については、

現在試験等で調査を行っている。

最後に今回の走行試験及びペンチテストとテ・ータ整理を行うに

あたり 、l・キJ株式会社殿より多人なご協）Jを頂いたことに謝

意を表します。
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